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(57)【要約】
【課題】　訪問者が訪問相手と確実に連絡を取れるよう
にし、訪問相手と会える場合の対処や会えない場合の対
処を迅速に特定できるようにする。
【解決手段】　ＵＣサーバ９は、事前の登録を受けて、
訪問者携帯端末８（１）の端末識別情報、認証情報、訪
問先を管理する。訪問者携帯端末８（１）にＵＣサーバ
９より発行された認証情報を設定する。訪問者は目的と
する会社を訪問したら、訪問者携帯端末８（１）を用い
てＵＣサーバ９にアクセスして認証を受ける。認証が取
れるとＵＣサーバ９は、訪問先に関する情報を訪問者携
帯端末８（１）に提供し、訪問先の選択を受け付ける。
ＵＣサーバ９は、呼制御装置２に対して、当該訪問者携
帯端末８（１）にコールバック発信を行い、また、選択
された訪問先の電話端末にも発信して、両者間で通話を
可能にする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　訪問予定のある訪問者についての情報であって、前記訪問者が使用する訪問者端末の端
末識別情報と訪問先特定情報を含む訪問者情報を受け付ける訪問者情報受付手段と、
　前記訪問者情報受付手段を通じて前記訪問者情報を受け付けた場合に、前記訪問者に対
して認証情報を発行する認証情報発行手段と、
　前記訪問者情報と前記認証情報とを関連付けて記憶保持する訪問者情報記憶手段と、
　前記訪問者が使用する前記訪問者端末からの前記端末識別情報と前記認証情報とに基づ
いて、前記訪問者情報記憶手段を参照し、認証処理を行う認証処理手段と、
　訪問先の使用者が使用する電話端末の識別情報を含む訪問先に関する情報を記憶する訪
問先情報記憶手段と、
　前記認証処理手段により前記訪問者端末が認証された場合に、前記訪問者端末を仮想的
に自機の配下の端末とし、前記訪問者端末に広域ネットワークを通じて前記訪問先情報記
憶手段から取得する前記訪問先に関する情報を提供する情報提供手段と、
　前記情報提供手段を通じて提供された前記訪問先に関する情報に応じて前記訪問者端末
の使用者により選択され、広域ネットワークを通じて前記訪問者端末から送信されて来る
電話を掛ける相手先を指示する指示情報を受け付ける指示入力受付手段と、
　前記指示入力受付手段を通じて前記指示情報を受け付けた場合に、前記訪問者端末に対
して広域ネットワークを通じて電話を掛けるコールバック処理手段と、
　前記コールバック処理手段により電話を掛けた前記訪問者端末の使用者が応答操作を行
った場合に、前記指示入力受付手段を通じて受け付けた前記指示情報に応じて訪問先の電
話端末に電話を掛けて、前記訪問者端末と前記訪問先の電話端末との間で通話をできるよ
うにする発信処理手段と
　を備えることを特徴とする電話制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電話制御装置であって、
　前記情報提供手段は、仮想的に自機の配下の端末とした前記訪問者端末に対しては、前
記訪問先情報記憶手段に記憶されている種々の前記訪問先に関する情報のうち、予め決め
られた情報のみを提供するものであることを特徴とする電話制御装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電話制御装置であって、
　前記訪問先情報記憶手段には、前記訪問先の使用者が使用する固定電話端末の内線番号
と携帯端末の識別情報が含まれており、
　前記発信処理手段により内線電話を掛けた前記固定電話端末に対して所定時間、応答操
作がされなかった場合に、前記訪問先情報記憶手段の携帯端末の識別情報に基づいて、前
記固定電話端末への着信を当該使用者が所持する携帯端末に転送する転送処理手段
　を備えることを特徴とする電話制御装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の電話制御装置であって、
　前記訪問者情報受付手段と、前記認証情報発行手段と、前記訪問者情報記憶手段と、前
記認証処理手段と、前記訪問先情報記憶手段と、前記情報提供手段と、前記指示入力受付
手段とを備えるサーバ装置と、前記コールバック処理手段と、前記発信処理手段とを備え
る呼制御装置とが広域ネットワークを通じて接続されて構成され、
　前記サーバ装置と前記呼制御装置とか広域ネットワークを通じて相互に通信が可能にさ
れていることを特徴とする電話制御装置。
【請求項５】
　広域ネットワークに接続された電話制御装置において用いられる電話制御方法であって
、
　訪問予定のある訪問者についての情報であって、前記訪問者が使用する訪問者端末の端
末識別情報と訪問先特定情報を含む訪問者情報を受け付ける訪問者情報受付工程と、
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　前記訪問者情報受付工程を通じて前記訪問者情報を受け付けた場合に、前記訪問者に対
して認証情報を発行する認証情報発行工程と、
　前記訪問者が使用する前記訪問者端末からの前記端末識別情報と前記認証情報とに基づ
いて、前記訪問者情報と前記認証情報とを関連付けて記憶保持する訪問者情報記憶手段を
参照し、認証処理を行う認証処理工程と、
　前記認証処理工程において、前記訪問者端末が認証された場合に、前記訪問者端末を仮
想的に自機の配下の端末とし、前記訪問者端末に広域ネットワークを通じて、訪問先の使
用者が使用する電話端末の識別情報を含む訪問先に関する情報を記憶する訪問先情報記憶
手段から取得する前記訪問先に関する情報を提供する情報提供工程と、
　前記情報提供工程を通じて提供された前記訪問先に関する情報に応じて前記訪問者端末
の使用者により選択され、広域ネットワークを通じて前記訪問者端末から送信されて来る
電話を掛ける相手先を指示する指示入力を受け付ける指示入力受付工程と、
　前記指示入力受付工程を通じて前記指示入力を受け付けた場合に、前記訪問者端末に対
して広域ネットワークを通じて電話を掛けるコールバック処理工程と、
　前記コールバック処理工程を通じて電話を掛けた前記訪問者端末の使用者が応答操作を
行った場合に、前記指示入力受付工程を通じて受け付けた前記指示入力に応じて訪問先の
電話端末に電話を掛けて、前記訪問者端末と前記訪問先の電話端末との間で通話をできる
ようにする発信処理工程と
　を有することを特徴とする電話制御方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば、会社などに構築されるビジネスフォンシステム（ボタン電話シス
テム）で用いられる電話制御装置、当該電話制御装置で用いられる電話制御方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　会社などのオフィス（事務所）には、日々、外部からの訪問者が来訪するが、訪問者の
多いオフィスにおいては、効率よく取り次ぎができるようにすることが求められる。この
ため、特許文献１には、訪問時に携帯端末を受付ゲートにかざすだけで訪問相手の電話番
号を取得できるようにする来客受付システム等に関する発明が開示されている。また、特
許文献２には、訪問者や電話を掛けてきた相手（発信元）に対して受付取次をする場合な
どにおいて、受付者が取り次ぎ相手の在席状況、動静を把握可能にする情報処理装置等に
関する発明が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２４１５４６号公報
【特許文献２】特開２０１２－１４１６９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の発明の場合、訪問者は受付ゲートに携帯端末をかざすことで取得し
た訪問相手の電話番号を用いて、当該訪問相手に直接に電話を掛けることができる。従っ
て、訪問相手が自席またはその近傍にいる場合には、訪問者が掛けた電話に訪問相手が直
接に応答することができるので、訪問者は訪問相手と迅速に電話を介して連絡を取ること
ができる。しかし、訪問相手が何等かの原因により自席またはその近傍に居ない場合には
、電話に出た第三者（受付者）を介して訪問相手とコンタクトを取らざるを得ず、訪問者
が待たされてしまう場合が発生する可能性がある。もちろん、訪問相手が所持する携帯電
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話端末の電話番号を案内することも可能であるが、通話に掛かるコストは電話を掛けた訪
問者側が負担しなければなないという問題も生じる。
【０００５】
　また、特許文献２に記載の発明の場合、訪問者と訪問相手との間には、必ず受付者が介
在し、訪問者は必ず受付者を通じて訪問相手の状況や動静を知ることになる。このため、
特許文献２の記載の発明の場合にも、訪問相手が何等かの原因により不在である場合には
、訪問者は訪問相手と迅速に連絡を取ることができず、訪問者が待たされてしまう場合が
発生する可能性がある。
【０００６】
　以上のことに鑑み、この発明は、訪問者が手間をかけることなく、訪問相手と確実に連
絡を取れるようにし、訪問相手と会える場合の対処や会えない場合の対処を迅速に特定で
きるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の電話制御装置は、
　訪問予定のある訪問者についての情報であって、前記訪問者が使用する訪問者端末の端
末識別情報と訪問先特定情報を含む訪問者情報を受け付ける訪問者情報受付手段と、
　前記訪問者情報受付手段を通じて前記訪問者情報を受け付けた場合に、前記訪問者に対
して認証情報を発行する認証情報発行手段と、
　前記訪問者情報と前記認証情報とを関連付けて記憶保持する訪問者情報記憶手段と、
　前記訪問者が使用する前記訪問者端末からの前記端末識別情報と前記認証情報とに基づ
いて、前記訪問者情報記憶手段を参照し、認証処理を行う認証処理手段と、
　訪問先の使用者が使用する電話端末の識別情報を含む訪問先に関する情報を記憶する訪
問先情報記憶手段と、
　前記認証処理手段により前記訪問者端末が認証された場合に、前記訪問者端末を仮想的
に自機の配下の端末とし、前記訪問者端末に広域ネットワークを通じて前記訪問先情報記
憶手段から取得する前記訪問先に関する情報を提供する情報提供手段と、
　前記情報提供手段を通じて提供された前記訪問先に関する情報に応じて前記訪問者端末
の使用者により選択され、広域ネットワークを通じて前記訪問者端末から送信されて来る
電話を掛ける相手先を指示する指示情報を受け付ける指示入力受付手段と、
　前記指示入力受付手段を通じて前記指示情報を受け付けた場合に、前記訪問者端末に対
して広域ネットワークを通じて電話を掛けるコールバック処理手段と、
　前記コールバック処理手段により電話を掛けた前記訪問者端末の使用者が応答操作を行
った場合に、前記指示入力受付手段を通じて受け付けた前記指示情報に応じて訪問先の電
話端末に電話を掛けて、前記訪問者端末と前記訪問先の電話端末との間で通話をできるよ
うにする発信処理手段と
　を備えることを特徴とする。
【０００８】
　この請求項１に記載の発明の電話制御装置によれば、訪問者情報受付手段を通じて、訪
問予定のある訪問者についての情報であって、当該訪問者が使用する訪問者端末の端末識
別情報と訪問先特定情報を含む訪問者情報を受け付ける。訪問者情報受付手段を通じて訪
問者情報を受け付けると、認証情報発行手段が機能して当該訪問者に対して認証情報を発
行し、訪問者が訪問者端末に設定することができるようにされる。訪問者情報記憶手段は
、当該訪問者についての訪問者情報と認証情報とを関連付けて記憶保持する。
【０００９】
　認証処理手段は、訪問者端末からの端末識別情報と認証情報とに基づいて、訪問者情報
記憶手段を参照して認証処理を行う。認証処理手段により当該訪問者端末が認証されると
、情報提供手段は当該訪問者端末を仮想的に自機の配下の端末とし、訪問者端末に広域ネ
ットワークを通じて訪問先情報記憶手段から取得する訪問先に関する情報を提供する。訪
問先情報記憶手段は、訪問先の使用者が使用する電話端末の識別情報を含む訪問先に関す
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る情報を記憶するものである。
【００１０】
　指示入力受付手段は、広域ネットワークを通じて当該訪問者端末から送信されて来る電
話を掛ける相手先を指示する指示情報を受け付ける。コールバック処理手段は、指示入力
受付手段を通じて指示情報を受け付けると、指示入力元の当該訪問者端末に対して広域ネ
ットワークを通じて電話を掛ける。一方、発信処理手段は、コールバック処理手段を通じ
て電話を掛けた訪問者端末の使用者が応答操作を行った場合に、指示入力受付手段を通じ
て受け付けた指示情報に応じて訪問先の電話端末に電話を掛ける。これにより、訪問者端
末と訪問先の電話端末との間に通話回線を接続し通話が可能になる。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明によれば、訪問者が使用する訪問者端末を通じて、訪問相手と確実に連絡を取
るようにできる。これにより、訪問者が訪問相手と会える場合にはどうすればよいか、ま
た、会えない場合にはどうすればよいかを迅速に決められる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態の電話システムの全体構成を説明するための図である。
【図２】実施の形態のＵＣ（Unified communications）サーバの構成例を説明するための
ブロック図である。
【図３】ＵＣサーバの社員ＤＢ（Database）の格納データの例を説明するための図である
。
【図４】ＵＣサーバの訪問者情報ファイルの格納データの例を説明するための図である。
【図５】実施の形態の呼制御装置の構成例を説明するためのブロック図である。
【図６】実施の形態の呼制御装置の端末管理ＤＢと訪問者携帯端末管理ＤＢの格納データ
の例を説明するための図である。
【図７】実施の形態の固定電話端末の構成例を説明するためのブロック図である。
【図８】実施の形態の携帯電話端末の構成例を説明するためのブロック図である。
【図９】実施の形態の電話システムにおいて、事前準備を行う場合の処理について説明す
るためのシーケンス図である。
【図１０】訪問者情報の例について説明するための図である。
【図１１】認証情報と訪問者に関する情報の例について説明するための図である。
【図１２】実施の形態の電話システムにおいて、訪問者の来訪を訪問相手に通知する処理
について説明するためのシーケンス図である。
【図１３】訪問者が訪問者携帯端末を使用して、訪問相手と連絡を取る場合の処理につい
て説明するためのシーケンス図である。
【図１４】図１３に続くシーケンス図である。
【図１５】訪問者が訪問者携帯端末を使用して、訪問相手と連絡を取る場合の他の処理に
ついて説明するためのシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図を参照しながら、この発明の装置、方法の一実施の形態について説明する。以
下に説明する実施の形態においては、例えば、会社などのオフィスに主要部分が形成され
るビジネスホンシステム（ボタン電話システム）にこの発明を適用した場合を例にして説
明する。
【００１４】
　［電話システムの全体構成］
　図１は、この実施の形態の電話システムの全体構成を説明するための図である。図１に
おいて、広域ネットワーク１００は、インターネット、公衆交換電話網（Public Switche
d Telephone Network）、ＮＧＮ（Next Generation Network）、３Ｇ（3rd Generation）
規格やＬＴＥ（Long Term Evolution）規格の音声通信網（携帯電話網）などの種々のネ
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ットワークを含む。更に、広域ネットワーク１００は、インターネットに接続された、例
えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）規格の無線ＬＡＮ（Local Area Network）なども含む。ま
た、広域ネットワーク１００の伝送媒体には、電線、無線、光ケーブルなどの種々のもの
を含む。
【００１５】
　なお、ＮＧＮは、ＦＭＣ（Fixed-Mobile Convergence）と呼ばれる固定・移動体通信を
統合し、トリプルプレイ（Triple Play）と呼ばれる、電話・データ通信・ストリーミン
グ放送が融合したマルチメディアサービスを実現する次世代通信網を意味する。また、図
１において、広域ネットワーク１００に接続されている基地局ＢＳ（１）、ＢＳ（２）、
ＢＳ（３）、…は、ＮＧＮあるいは携帯電話網の基地局である。
【００１６】
　回線終端装置１は、広域ネットワーク１００の終端に接続され、ユーザ側の装置を広域
ネットワーク１００に接続する。なお、回線終端装置には、ＯＮＵ（Optical Network Un
it：光回線終端装置）と呼ばれ、広域ネットワークを構成する光通信網に接続されて、光
信号と電気信号間の変換と光信号の多重／分離をするものがある。また、回線終端装置に
は、モデムと呼ばれ、例えばＡＤＳＬ（Asymmetric Digital Subscriber Line：非対称デ
ジタル加入者線）に接続され、デジタル信号とアナログ信号の変換を行うものがある。こ
の実施の形態において、回線終端装置は、例えばＯＮＵである。
【００１７】
　回線終端装置１には、呼制御装置２が接続されている。呼制御装置２には、ＬＡＮ（Lo
cal Area Network）３を介して、複数の固定電話端末４（１）、４（２）、４（３）、…
と、１以上の管理端末６（１）、…と、受付装置７とが接続されている。管理端末６（１
）、…は、例えばＰＣ（Personal Computer）などの通信機能を備えた情報処理装置であ
る。
【００１８】
　呼制御装置２は、通信路（通信回線）を接続する端末間のアドレス解決をするものであ
り、ＬＡＮ３に接続された配下の機器間や、ＬＡＮ３に接続された機器と広域ネットワー
ク１００に接続された機器との間に、通信路をつなぐための小型の交換機として機能する
。この実施の形態の呼制御装置２は、ＳＩＰ（Session Initiation Protocol）を利用し
て、電話番号をＩＰ（Internet Protocol）アドレスと対応付けたり、相手を呼び出して
繋いだりするといった呼制御を行うＳＩＰサーバとしての機能を備える。また、呼制御装
置２は、ＬＡＮ３を通じて接続されている管理端末６（１）、…などの情報処理装置を広
域ネットワーク１００に接続することもできる。
【００１９】
　固定電話端末４（１）、４（２）、４（３）、…のそれぞれは、呼制御装置２を通じて
、広域ネットワーク１００に接続された外部の電話端末との間に接続される通信路を通じ
て外線通話を行うことができるものである。また、固定電話端末４（１）、４（２）、４
（３）、…のそれぞれは、呼制御装置２を通じて、ＬＡＮ３に接続され他の固定電話端末
との間に接続される通信路を通じて内線通話を行うことができるものである。この実施の
形態の固定電話端末４（１）、４（２）、４（３）、…のそれぞれは、オフィスの机の上
などに固定的に配置され、通常、決まった使用者によって使用される。
【００２０】
　訪問相手携帯端末５（１）、…は、訪問者の訪問を受ける訪問相手であって、固定電話
端末４（１）、４（２）、４（３）、…のいずれかを使用する使用者が所持する携帯端末
である。訪問相手携帯端末５（１）、…は、例えば、携帯電話端末やスマートホンなどと
呼ばれる高機能携帯電話端末である。従って、自席から離れた場所におり、固定電話端末
４（１）、４（２）、４（３）、…のいずれかを使用して電話を掛けたり、受けたりする
ことができないときには、自己が所持する例えば訪問相手携帯端末５（１）を使用して電
話を掛けたり、受けたりすることができるようにされる。
【００２１】
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　管理端末６（１）、…は、広域ネットワーク１００を通じて後述するＵＣ（Unified co
mmunications）サーバ９にアクセスし、訪問者情報をＵＣサーバ９に登録する処理などを
行う。受付装置７は、後述する訪問者携帯端末８からの訪問者に関する情報を受け付けて
、呼制御装置２に提供する処理を行う。この実施の形態において受付装置７は、訪問者携
帯端末８（１）のディスプレイにＱＲコード（登録商標）などの表示コードとして表示さ
れる訪問者に関する情報を読み取るリーダー装置である。
【００２２】
　訪問者携帯端末８（１）は、訪問者が所持する、例えば、携帯電話端末やスマートホン
など呼ばれる高機能携帯電話端末である。この実施の形態においては、訪問者携帯端末８
（１）は、高機能携帯電話端末であるものとして説明する。訪問者携帯端末８（１）には
、訪問支援アプリケーション（以下、訪問支援アプリと記載する。）が搭載されている。
この訪問支援アプリは、訪問者に関する情報の登録、訪問者に関する情報に応じた表示コ
ードの表示、訪問相手に関する情報の取得と表示、電話を掛ける訪問相手の選択受付など
の訪問者を支援するための種々の処理を実行する。
【００２３】
　ＵＣサーバ９は、電話（音声通話）、電子メール、チャットなどのいわゆるインスタン
ト・メッセージなどの様々な通信手段（communications）を統合（Unified）して利用で
きるようにする機能を実現する。この実施の形態のＵＣサーバ９は、呼制御装置２と協働
し、訪問者携帯端末８（１）、…と、固定電話端末４（１）、…や訪問相手携帯端末５（
１）、…との間で、電話や電子メールやインスタント・メッセージを利用して連絡を取る
ことができるようにする。すなわち、ＵＣサーバ９は、状況に応じて最適な通信手段（通
信媒体）を使い分けて、目的とする相手先に必要な情報をタイムリーに提供できるように
する機能を実現する。なお、この実施の形態において、ＵＣサーバ９は、インターネット
上に設けられたサーバ装置や記憶装置から構成される、いわゆるクラウドシステムとして
実現される。
【００２４】
　そして、以下においては、説明を簡単にするため、回線終端装置１、呼制御装置２、Ｌ
ＡＮ３、固定電話端末４（１）、４（２）、４（３）、…、管理端末６（１）、…、受付
装置７は、会社Ａのオフィス内に設けられ、ビジネスフォンシステムを構成するものとし
て説明する。このビジネスフォンシステムに、さらに訪問相手携帯端末５（１）、…や訪
問者携帯端末８（８）、…やＵＣサーバ９を加えて全体的な電話システムを構成している
。そして、この実施の形態の電話システムは、訪問時において、訪問者と訪問相手との間
に受付者などの仲介者を介在させることなく、また、訪問者と訪問相手との双方が手間を
かけることなく、迅速かつ確実に連絡を取り合うことができるようにしている。
【００２５】
　なお、固定電話端末４（１）、４（２）、４（３）、…のそれぞれは、基本的な構成は
同様のものであるので、以下においては特に区別して示す必要がある場合を除き、固定電
話端末４と総称する。また、訪問相手携帯端末５（１）、…は、複数の訪問相手ごとに存
在するものであるが、基本的な構成は同様のものであるので、以下においては特に区別し
て示す必要がある場合を除き、訪問相手携帯端末５と総称する。また、管理端末６（１）
、…は、通常は複数台存在するものであり、それらの基本的な構成は同様のものであるの
で、以下においては特に区別して示す必要がある場合を除き、管理端末６と総称する。同
様に、訪問者携帯端末８（１）、…についても、複数の訪問者ごとに存在するものであり
、それらの基本的な構成は同様のものであるので、以下においては特に区別して示す必要
がある場合を除き、訪問者携帯端末８と総称する。
【００２６】
　そして、会社Ａの担当者αと会社Ｂの担当者βとが打ち合わせを行うため、会社Ｂの担
当者βが会社Ａを訪問する必要が生じたとする。この場合、会社Ａの担当者αと会社Ｂの
担当者βとは、直接会った時に、あるいは、電話、電子メール、インスタント・メッセー
ジなどを通じて、相互に予定を確認し合い、打ち合わせ日時等の必要事項を取り決める。
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打ち合わせ日時等が決まると、訪問先である会社Ａの担当者αは、管理端末６を用いて広
域ネットワーク１００のインターネットを通じてＵＣサーバ９にアクセスし、訪問者であ
る会社Ｂの担当者βに関する訪問者情報をＵＣサーバ９に登録する。
【００２７】
　ＵＣサーバ９は、訪問者情報を受け付けると当該訪問者情報に対応する訪問者に対する
認証情報を発行し、当該訪問者情報と認証情報とを対応付けて記憶保持する。また、ＵＣ
サーバ９は、当該訪問者情報と当該認証情報から当該訪問者の認証処理に必要になる情報
を、広域ネットワーク１００のインターネットを通じて呼制御装置２に提供する。呼制御
装置２は、当該認証処理に必要になる情報を記憶保持する。更に、ＵＣサーバ９は、広域
ネットワーク１００のインターネットを通じて、当該認証情報を管理端末６に提供し、訪
問相手である会社Ａの担当者αから訪問者である会社Ｂの担当者βに通知する。担当者β
は、通知された認証情報を自己が使用する訪問者携帯端末８に登録する。当該認証情報の
登録は、訪問者携帯端末８に搭載されている訪問支援アプリを起動し、認証情報の登録機
能を用いて行う。
【００２８】
　そして、訪問者である会社Ｂの担当者βは、取り決めた訪問日において、訪問時刻に間
に合うように会社Ａを訪問し、自己の所持する訪問者携帯端末８において、訪問支援アプ
リを起動する。そして、訪問者携帯端末８のディスプレイに訪問者に関する情報からなる
表示コードを表示し、これを会社Ａのエントランスに設置されている受付装置７に読み取
らせる。受付装置７は、読み取った表示コードを解析し、訪問者に関する情報を得て、Ｌ
ＡＮ３を通じて呼制御装置２に提供する。
【００２９】
　受付装置７が取得した訪問者に関する情報は、訪問者を特定する情報や認証情報を含む
ものである。このため、呼制御装置２は、受付装置７からの訪問者に関する情報が、自機
に登録されている訪問予定のある訪問者についてのものである場合に、当該訪問者に関す
る情報を広域ネットワーク１００のインターネットを通じてＵＣサーバ９に送信する。Ｕ
Ｃサーバ９は、自己が保持する訪問者情報と呼制御装置２からの訪問者に関する情報とに
基づいて認証を取るようにし、認証が取れたとする。この場合、ＵＣサーバ９は、広域ネ
ットワーク１００のインターネットを通じて、当該訪問者の訪問者情報として登録されて
いる訪問相手が使用する訪問相手携帯端末５に訪問者が来訪したことを通知するメッセー
ジを送信する。当該メッセージは、電子メールやインスタント・メッセージにより通知さ
れる。
【００３０】
　これにより、当該訪問相手は、訪問者が来訪したことを知り、電話、電子メール、イン
スタント・メッセージなどの通信手段を通じて訪問者携帯端末８にアクセスし、連絡を取
り合うことができる。この場合、すぐに迎えに行くので少し待つように伝えたり、所定の
ミーティングエリアに向かうように指示したりするなどのことができる。一方、訪問者は
、自己が所持する訪問者携帯端末８を受付装置７にかざすだけで、目的とする訪問相手に
来訪を通知し、連絡を取るように促すことができる。
【００３１】
　しかし、訪問相手が所持する訪問相手携帯端末５に訪問者が来訪したことを通知しても
、当該訪問相手が当該通知に気が付かない場合もあると考えられる。この場合には、訪問
者は訪問相手と迅速に連絡を取ることができない。そこで、この実施の形態の電話システ
ムにおいては、訪問者から訪問相手に対して簡便に連絡を取る手段も提供している。
【００３２】
　すなわち、この実施の形態の電話システムにおいては、訪問者は自己が所持する訪問者
携帯端末８を用いて、広域ネットワーク１００のインターネットを通じてＵＣサーバ９に
直接にアクセスし、訪問者に関する情報を提供して認証を受けるようにする。認証が取れ
た場合には、ＵＣサーバ９及び呼制御装置２は、当該訪問者が所持する訪問者携帯端末８
を、仮想的に呼制御装置２の配下の電話端末（仮想端末）と見做す。そして、ＵＣサーバ
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９は、仮想端末と見做した訪問者携帯端末８に対して、１以上の訪問相手に関する情報を
提供する。
【００３３】
　訪問相手に関する情報が提供された訪問者携帯端末８では、これを自機のディスプレイ
に表示し、訪問相手の指示入力を受け付ける。訪問者携帯端末８は、訪問相手の指示入力
を受け付けた場合には、指示された訪問相手を特定する情報（指示情報）を、広域ネット
ワーク１００のインターネットを通じてＵＣサーバ９に提供する。そして、ＵＣサーバ９
は、呼制御装置２に対して、当該訪問者携帯端末８に広域ネットワーク１００のＮＧＮや
携帯電話網を通じて外線電話を掛けるように指示する。これにより、呼制御装置２は、最
初に訪問相手を指示するという電話を掛けるアクションを起こした訪問者の訪問者携帯端
末８に対して、呼制御装置２から外線電話を掛けて通信路を接続するようにするいわゆる
コールバック発信を行うようにする。
【００３４】
　更に、ＵＣサーバ９は、当該訪問者携帯端末８を通じて呼制御装置２からの発信に応答
がされた場合には、指示された訪問相手が使用する固定電話端末４にＬＡＮ３を介して内
線電話を掛けるように指示する。そして、呼制御装置２が内線電話を掛けた訪問相手が使
用する固定電話端末４を通じて応答した場合に、呼制御装置２は、当該訪問者携帯端末８
と固定電話端末４との間に通信路を接続し、通話を行えるようにする。
【００３５】
　これにより、訪問者は、直接に目的とする訪問相手と通話を行って、自分が来訪したこ
とを当該訪問相手に通知し、迅速にその後の指示を受けることができる。なお、訪問相手
が自席またはその近傍に存在せず、当該訪問相手が使用する固定電話端末４を通じて応答
ができなかったとする。この場合には、ＵＣサーバ９は、呼制御装置２を制御して、当該
固定電話端末４への内線着信を、広域ネットワーク１００のＮＧＮや携帯電話網を通じて
当該訪問相手が所持する訪問相手携帯端末５に転送する。これにより、訪問相手が訪問相
手携帯端末５を通じて応答すれば、訪問者携帯端末８と訪問相手携帯端末５との間に通信
路が接続される。この場合、訪問者は、直接に、かつ、確実に、目的とする訪問相手と通
話を行って、来訪したことを当該訪問相手に通知し、迅速にその後の指示を受けることが
できる。
【００３６】
　このように、訪問者が訪問相手と簡単かつ迅速に連絡を取ることができるようにする機
能を実現する、この実施の形態の電話システムを構成する各装置の構成例について、以下
において具体的に説明する。なお、回線終端装置１、管理端末６、受付装置７のそれぞれ
は、既に市場に存在するものを用いれば足りるため、それらの詳細な構成の説明について
は省略する。
【００３７】
　［ＵＣサーバ９の構成例］
　図２は、ＵＣサーバ９の構成例を説明するためのブロック図である。接続端子９０１Ｔ
は、広域ネットワーク１００への接続端部を構成する。通信Ｉ／Ｆ９０１は、広域ネット
ワーク１００を通じて自機宛てに送信されてきたデータを受信して自機において処理が可
能な形式に変換して取り込んだり、自機から送信するデータを送信用の形式に変換して広
域ネットワーク１００に送出したりする処理を行う。従って、広域ネットワーク１００を
通じた通信は、接続端子９０１Ｔ及び通信Ｉ／Ｆ９０１を介して行われる。制御部９０２
は、図示しないが、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）
、ＲＡＭ（Random Access Memory）、不揮発性メモリなどがバスを通じて接続されて構成
されたマイクロプロセッサであり、ＵＣサーバ９の各部を制御する。
【００３８】
　記憶装置９０３は、例えばハードディスクなどの記憶媒体とそのドライバとからならな
り、データの書き込み、記憶、読み出し、削除等の処理を行う。記憶装置９０３は、種々
のプログラムや処理に必要になるデータを記憶する他、種々の処理において途中結果を一
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時記憶する作業領域としても用いられる。
【００３９】
　社員ＤＢ９０４は、例えばハードディスクなどの記憶媒体とそのドライバとからならな
り、この実施の形態においては、訪問相手となる可能性のある会社Ａの社員のそれぞれに
ついての社員情報（訪問先に関する情報）を記憶保持する。図３は、社員ＤＢ９０４の格
納データの例を説明するための図である。社員ＤＢ９０４には、社員ごとに図３に示した
各データを記憶保持する。図３において、ログインＩＤ、ログインＰＷ（PassWord）、パ
スワードは、各社員が例えばＵＣサーバ９にアクセスしたり、会社Ａのシステムにアクセ
スしたりする際に必要になる認証情報である。各社員の氏名は、漢字、カナ、ローマ字の
３種類の態様で管理されている。ソートスコアは、種々のソートキーで並べ替えを行った
場合に、同一レベル内での位置を指示するための情報であり、当該ソートスコアが高けれ
ば上位に位置付けられるようにされる。
【００４０】
　社員番号は各社員を一意に特定可能な識別情報である。また、職務、備考といった各社
員の属性も管理されている。また、内線番号、電話番号（代表）、携帯番号（携帯電話番
号）、ＦＡＸ番号、Ｅメール（電子メールアドレス）といった通信手段を通じて当該社員
と連絡を取るために必要になる情報も管理されている。また、役職や部署といった所属に
関する情報や「アカウントの有効／無効」によって当該社員が会社Ａのシステムにログイ
ンできる者か否かの別も管理されている。更に、「行き先」によって、当該社員の現在の
所在位置についても管理することができるようにされている。なお、「行き先」として、
各社員に割り当てられている固定電話端末４（１）、４（２）、４（３）、…を通じて、
「在席」、「離席」「会議」、「休憩」、「外出」、「帰宅」といった大まかな所在を示
す情報の選択入力ができるようにされている。
【００４１】
　なお、図３において、網掛けをして区別するようにした、ログインＩＤ、ログインＰＷ
、パスワード、ソートスコア、社員番号、アカウント有効／無効の各情報は、予め決めら
れた管理者以外の者は参照することができない情報である。これら以外の情報は、会社Ａ
の社員であれば参照することができる。また、上述したように、呼制御装置２の配下の電
話端末（仮想端末）であると見做された訪問者携帯端末８を通じては、参照可能な情報は
更に制限され、例えば、訪問相手となる会社Ａの社員の「氏名・漢字」、「電話番号（代
表）」、「電子メールアドレス」、「部署」、「行き先」が参照できるにとどまる。
【００４２】
　訪問者情報ファイル９０５は、例えばハードディスクなどの記憶媒体とそのドライバと
からなり、会社Ａを訪問する予定のある訪問者についての情報である訪問者情報を記憶保
持する。図４は、訪問者情報ファイル９０５の格納データの例を説明するための図である
。訪問者情報ファイル９０５は、訪問予定のある訪問者ごとに図４に示した各データを記
憶保持する。図４において、ログインＩＤ、ログインＰＷ、訪問者ＩＤ、パスワードは、
各訪問者がこの実施の形態の電話システムに対してアクセスする際に必要になる認証情報
であり、この実施の形態ではＵＣサーバ９によって付与されるものである。
【００４３】
　そして、訪問者情報ファイル９０５では、いつ（訪問日時）、誰が（訪問者氏名、会社
名等）、何人で（同行者人数）で来訪し、訪問相手は誰か（訪問相手１、訪問相手２、…
）が管理される。訪問相手については、社員番号、氏名・漢字、部署・漢字などの情報が
管理される。また、当該訪問者と連絡を取る場合に使用する当該訪問者の携帯番号（携帯
電話番号）も管理される。ここで、携帯番号は端末識別情報であり、訪問相手１、訪問相
手２、…は、訪問先特定情報である。
【００４４】
　訪問者情報編集処理部９０６は、広域ネットワーク１００のインターネットを通じて送
信され、接続端子９０１Ｔ及び通信Ｉ／Ｆ９０１を通じて受信する管理端末６からの訪問
者情報を受け付ける。そして、訪問者情報編集処理部９０６は、受け付けた訪問者情報と
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後述する認証情報発行部９０７が発行する訪問者用の認証情報とから、記録用の訪問者情
報を編集して、これを訪問者情報ファイル９０５に記録する。
【００４５】
　認証情報発行部９０７は、上述したように、訪問者情報編集処理部９０６が訪問者情報
を受け付けた場合に、当該訪問者情報により特定される訪問者に対する認証情報を発行す
る。当該認証情報は、ログインＩＤ、ログインＰＷ、訪問者ＩＤ、パスワードからなるも
のであり、訪問者ごとに異なるものである。これらの認証情報は、ＵＣサーバ９から管理
端末６に提供され、訪問相手から訪問者に伝達される。
【００４６】
　認証処理部９０８は、上述もしたように、訪問者携帯端末８から訪問者に関する情報の
提供を受けた場合に、当該訪問者携帯端末８を所持する訪問者が当該電話システムに接続
可能な訪問者の使用するものか否かの認証処理を行う。すなわち、訪問予定があり認証情
報が付与されて予め訪問者情報が登録されている訪問者であることの認証を取る処理を行
う。なお、訪問者携帯端末８からの訪問者に関する情報の提供は、受付装置７及び呼制御
装置２を通じて行われる場合と、訪問者携帯端末８から直接に行われる場合とがあるが、
いずれの場合にも、広域ネットワーク１００のインターネットを通じて提供される。
【００４７】
　情報提供部９０９は、認証が取れた訪問者の訪問者携帯端末８に、訪問相手となる会社
Ａの社員についての情報（訪問相手に関する情報）であって、社員ＤＢ９０４に記憶保持
されている社員情報を提供するものである。訪問者携帯端末８に情報を提供する場合、情
報提供部９０９は、社員情報の全てを提供するのではなく、制限を掛けて、氏名、電話番
号（代表）、電子メールアドレス、部署、行き先などの予め決められた情報のみを提供す
る。なお、情報提供部９０９は、予め決められた管理者に対しては、制限なく社員ＤＢ９
０４の各データを提供できる。また、情報提供部９０９は、会社Ａの社員に対しては、図
３において網掛けを付して示した認証情報、ソートスコア、社員番号、アカウント有効／
無効の各情報以外の情報を提供できる。
【００４８】
　コールバック指示部９１０は、情報提供部９０９を通じて訪問相手に関する情報の提供
を受けた訪問者携帯端末８の使用者が、当該訪問者携帯端末８を通じて訪問相手を指示し
た場合に、コールバックを行うように呼制御装置２に対して指示を出す。当該指示は２つ
の指示を含む。１つは、ＵＣサーバ９に訪問相手を指示してきた訪問者携帯端末８に対し
て広域ネットワーク１００のＮＧＮや携帯電話網を通じて外線発信を行う指示である。も
う１つは、当該訪問者携帯端末８の使用者が当該外線発信に応答した場合に、指示された
訪問相手が使用する固定電話端末４に対して内線電話を掛け、当該訪問者携帯端末８と当
該固定電話端末４との間に通信路を接続し通話を行えるようにする指示である。
【００４９】
　これにより、訪問者の使用する訪問者携帯端末８と訪問相手が使用する固定電話端末４
との間に通信路が接続され、通話ができるようにされる。また、当該固定電話端末４を通
じて訪問相手が応答しなかった場合には、例えば、制御部９０２は、呼制御装置２に対し
て当該固定電話端末４への着信を、当該訪問相手が使用する訪問相手携帯端末５に転送す
る指示を出す。この場合には、当該固定電話端末４への着信が、当該訪問相手が使用する
訪問相手携帯端末５に転送される。これにより、訪問者の使用する訪問者携帯端末８と訪
問相手が使用する訪問相手携帯端末５との間に通信路が接続され、通話ができるようにさ
れる。
【００５０】
　また、ＵＣサーバ９の制御部９０２は、訪問者が所持する訪問者携帯端末８から訪問者
に関する情報の提供を受けた場合に、当該訪問者が目的とする訪問相手の訪問相手携帯端
末に対して、訪問者の来訪を通知することもできる。当該通知は、上述もしたように、電
子メールやインスタント・メッセージにより行うことができるようにされる。
【００５１】
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　このように、ＵＣサーバ９は、この実施の形態の電話システムを構成する呼制御装置２
、訪問者携帯端末８、訪問相手携帯端末５（１）などを制御して、訪問者が目的とする訪
問相手と迅速かつ確実に連絡が取れるように機能するものである。
【００５２】
　［呼制御装置２の構成例］
　図５は、呼制御装置２の構成例説明するためのブロック図である。接続端子２０１Ｔは
、回線終端装置１との接続端部を構成する。通信Ｉ／Ｆ２０１は、広域ネットワーク１０
０を通じて自機宛てに送信されてきたデータを受信して自機において処理が可能な形式に
変換して取り込んだり、自機から送信するデータを送信用の形式に変換して広域ネットワ
ーク１００に送出したりする処理を行う。従って、呼制御装置２は、回線終端装置１、接
続端子２０１Ｔ、通信Ｉ／Ｆ２０１を通じて広域ネットワーク１００に接続される。そし
て、広域ネットワーク１００を通じた通信は、回線終端装置１、接続端子９０２Ｔ及び通
信Ｉ／Ｆ２０１を介して行われる。
【００５３】
　制御部２０２は、図示しないが、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、不揮発性メモリなどがバス
を通じて接続されて構成されたマイクロプロセッサであり、呼制御装置２の各部を制御す
る。記憶装置２０３は、例えばハードディスクなどの記憶媒体とそのドライバとからなら
なり、データの書き込み、記憶、読み出し、削除等の処理を行う。記憶装置２０３は、種
々のプログラムや処理に必要になるデータを記憶する他、種々の処理において途中結果を
一時記憶する作業領域としても用いられる。
【００５４】
　端末管理ＤＢ２０４は、呼制御装置２に接続されることにより呼制御装置２の配下の端
末として機能する主に固定電話端末４に関する情報を記憶保持する。訪問者携帯端末管理
ＤＢ２０５は、訪問予定のある訪問者が使用する訪問者携帯端末８に関する情報を記憶保
持する。図６（Ａ）は、端末管理ＤＢ２０４の格納データの例を説明するための図であり
、図６（Ｂ）は、訪問者携帯端末管理ＤＢ２０５の格納データの例を説明するための図で
ある。
【００５５】
　端末管理ＤＢ２０４においては、図６（Ａ）に示すように、呼制御装置２に接続された
固定電話端末４などの内線番号、ＩＰアドレス、主に使用する使用者の氏名、設置部署、
その他の情報を管理する。端末管理ＤＢ２０４で管理される情報は、呼制御装置２に接続
された端末からのリクエストに応じて登録される。そして、端末管理ＤＢ２０４に記憶さ
れている情報を利用することにより、訪問者が所持する訪問者携帯端末８と通信路を接続
すべき固定電話端末４を特定することができる。また、端末管理ＤＢ２０４は、例えば、
ダイレクト・イン・ダイヤル機能が用いられて、内線番号まで指示された外線着信に応じ
て、着信先の固定電話端末を特定したり、内線発信に基づいて着信先の固定電話端末を特
定したりする場合にも用いられる。
【００５６】
　訪問者携帯端末管理ＤＢ２０５においては、図６（Ｂ）に示すように、携帯番号、訪問
者ＩＤ、パスワード、サーバ（ＵＲＬ）、ＳＳＬ設定情報を管理する。携帯番号は訪問予
定のある訪問者が使用する訪問者携帯端末８の携帯電話番号である。訪問者ＩＤ、パスワ
ード、サーバ（ＵＲＬ）、ＳＳＬ設定情報のそれぞれは、ＵＣサーバ９が訪問者情報の提
供を受けた場合に、ＵＣサーバ９の認証情報発行部９０７により発行された情報である。
訪問者携帯端末管理ＤＢ２０５で管理される情報は、上述したＵＣサーバ９から提供され
て、登録される。そして、訪問者携帯端末管理ＤＢ２０５の情報に基づいて、アクセスし
てきた訪問者携帯端末８などの認証が行われる。
【００５７】
　なお、図５には図示しなかったが、呼制御装置２は、アドレス管理ＤＢ（Database）を
も備え、配下の端末との間で通信路を接続する可能性のある広域ネットワーク１００上の
種々の通信端末のＩＰアドレスやＵＲＬなどについても管理できるようなっている。呼制
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御装置２は、通信路を接続する端末間のアドレスを適切に解決することができるようにし
ている。
【００５８】
　接続端子２０６Ｔは、ＬＡＮ３への接続端部を構成する。ＬＡＮＩ／Ｆ２０６は、ＬＡ
Ｎ３を通じて自機宛てに送信されてきたデータを受信して自機において処理が可能な形式
に変換して取り込んだり、自機から配下の端末に送信するデータを送信用の形式に変換し
てＬＡＮ３に送出したりする処理を行う。従って、ＬＡＮ３を通じた通信は、接続端子２
０６Ｔ及びＬＡＮＩ／Ｆ２０６を介して行われる。
【００５９】
　呼制御部２０７は、自機の配下の端末への着信や自機の配下の端末からの発信を制御し
、発信元と着信先との間に通信路を接続して通話を行えるようにする処理を行う。また、
呼制御部２０７は、通信回線の使用状況や配下の端末の動作状態などを、配下の端末に通
知する処理なども行う。
【００６０】
　登録情報保守部２０８は、配下の端末からのリクエストに応じて、図６（Ａ）を用いて
説明した配下の端末に関する情報を端末管理ＤＢ２０４に追加したり、変更したり、削除
したりする処理を行う。また、登録情報保守部２０８は、ＵＣサーバ９からのリクエスト
に応じて、図６（Ｂ）を用いて説明した訪問者携帯端末に関する情報を訪問者携帯端末管
理ＤＢ２０５に追加したり、変更したり、削除したりする処理を行う。
【００６１】
　認証処理部２０９は、受付装置７を通じて訪問者携帯端末８から読み取られて、呼制御
装置２に提供される訪問者に関する情報に基づいて、訪問者携帯端末管理ＤＢ２０５の格
納データを参照して認証処理を行う。認証処理部２０９は、当該訪問者携帯端末８が、訪
問予定のある訪問者のものであると認証が取れた場合に、訪問者に関する情報と共に、認
証が取れた旨を来訪通知要求部２１０に通知する。
【００６２】
　来訪通知要求部２１０は、認証処理部２０９からの認証が取れた旨の通知を受けた場合
に、当該訪問者携帯端末８を所持する訪問者の訪問相手が所持する訪問相手携帯端末に対
して、当該訪問者が来訪したことの通知を行うようにＵＣサーバ９に要求する。これによ
り、ＵＣサーバ９は、例えば電子メールやインスタント・メッセージにより、訪問者の来
訪を、訪問相手携帯端末を通じて訪問相手に通知できる。
【００６３】
　コールバック処理部２１１は、上述したようにＵＣサーバ９が訪問者携帯端末８からの
訪問相手の指示入力を受け付けた場合に、呼制御部２０７と協働し、当該訪問者携帯端末
８に対して広域ネットワーク１００を通じて外線電話を掛けるようにする。更に、コール
バック処理部２１１は、呼制御部２０７と協働し、外線電話を掛けた相手先である訪問者
携帯端末８を通じて応答があった場合に、当該訪問者携帯端末８を所持する訪問者の訪問
相手が使用する固定電話端末４に内線電話を掛ける処理を行う。これにより、訪問相手が
固定電話端末４を通じて応答すれば、当該訪問者携帯端末８と当該固定電話端末４との間
に通信路を接続し、当該訪問者と訪問相手とが直接に通話を行うことができるようにされ
る。
【００６４】
　そして、上述したようにコールバック処理部２１１と呼制御部２０７と協働して、訪問
相手が使用する固定電話端末４に対して内線電話を掛けても、これに応答がなかったとす
る。この場合に、転送処理部２１２は、呼制御部２０７と協働し、当該固定電話端末４へ
の着信を当該訪問相手が所持する訪問相手携帯端末５に転送する。すなわち、転送処理部
２１２は、呼制御部２０７と協働し、広域ネットワーク１００を通じて、当該訪問相手が
所持する訪問相手携帯端末５に外線電話を掛けるようにする。これにより、訪問相手が、
自己が使用する固定電話端末４の近傍に居ないために、当該固定電話端末４への着信に応
答できなくても、自己が所持する訪問相手携帯端末５を通じて応答して、訪問者と通話を
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行うことができるようにされる。
【００６５】
　このように、呼制御装置２は、ＵＣサーバ９と協働することによって、訪問予定のある
訪問者が来訪した場合に、当該訪問者の訪問相手に当該訪問者の来訪を通知することがで
きる。これにより、訪問相手から訪問者に対して連絡を取ることができるようにしている
。また、呼制御装置２は、ＵＣサーバ９と協働することによって、訪問者携帯端末８と、
相手先が使用する固定電話端末４あるいは訪問相手携帯端末５とを通じて通信路を接続し
、訪問者と訪問相手とが直接に連絡を取ることができるようにしている。
【００６６】
　［固定電話端末４の構成例］
　図７は、固定電話端末４の構成例を説明するためのブロック図である。接続端子４０１
Ｔは、ＬＡＮ３への接続端部を構成する。ＬＡＮＩ／Ｆ４０１は、ＬＡＮ３を通じて自機
宛てに送信されてきたデータを受信して自機において処理が可能な形式に変換して取り込
んだり、自機から他の端末に送信するデータを送信用の形式に変換してＬＡＮ３に送出し
たりする処理を行う。従って、ＬＡＮ３を通じた通信は、接続端子４０１Ｔ及びＬＡＮＩ
／Ｆ４０１を介して行われる。
【００６７】
　制御部４０２は、図示しないが、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、不揮発性メモリなどがバス
を通じて接続されて形成されたマイクロプロセッサであり、固定電話端末４の各部を制御
する。また、この実施の形態において、固定電話端末４において、制御部４０２は、パケ
ット化されて送受される制御データや音声データなどの種々のデータの分解処理やパケッ
ト化して送信する種々のデータの生成処理をも行う。
【００６８】
　操作入力部４０３と操作入力Ｉ／Ｆ４０４とは、使用者からの操作入力を受け付けて、
受け付けた情報を自機において処理可能な形式のデータに変換して制御部４０２に提供す
る。操作入力部４０３には、テンキーや複数のファンクションキーなどが設けられている
。ディスプレイコントローラ４０５とディスプレイ４０６とは、制御部４０２の制御の下
、種々の情報をディスプレイ４０６の表示画面に表示する処理を行う。表示される情報に
は、入力した相手先の電話番号、発信元の電話番号、ガイダンスメッセージ、警告メッセ
ージなど、種々の情報の表示が可能にされる。
【００６９】
　コーデック４０７は、制御部４０２においてパケット分解された音声データの供給を受
けて、これを圧縮伸長してアナログ音声信号に変換し、ハンドセット４０８のスピーカに
供給する。これにより、相手先からの音声がハンドセット４０８のスピーカから放音され
る。また、コーデック４０７は、ハンドセット４０８のマイクロホンにより収音されたア
ナログ音声信号をデジタル信号に変換し、これをデータ圧縮して制御部４０２に供給する
。制御部４０２は、コーデック４０７からの音声データをパケット化して、これを接続Ｉ
／Ｆ４０１及び接続端子４０１Ｔを通じてＬＡＮ３に送出し、相手先に送信するようにす
る。
【００７０】
　ハンドセット４０８は、上述したようにスピーカ（受話器）とマイクロホン（送話器）
とを備えたものである。また、図示しないが、ハンドセット４０８が固定電話端末４の筐
体の定位置に置かれているときにはオンフック状態となり、固定電話端末４の筐体の定位
置から取り上げるとオフフック状態となり、これらのフック状態を制御部４０２が把握で
きる構成が整えられている。リンガ４０９は、制御部４０２の制御の下、着信時において
着信音を放音させるものである。
【００７１】
　このように構成された固定電話端末４を用いることにより、使用者は掛かってきた電話
に応答して通信路を接続して通話を行ったり、目的とする相手先に電話を掛けて通信路を
接続し、通話を行ったりすることができる。
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【００７２】
　［携帯電話端末５、８の構成例］
　図８は、訪問相手携帯端末５、訪問者携帯端末８の構成例を説明するためのブロック図
である。訪問相手携帯端末５と訪問者携帯端末８とは、使用者が異なるだけでその基本的
な構成は同じである。このため、以下においては、訪問相手携帯端末５と訪問者携帯端末
８の構成例として、訪問相手携帯端末５の場合を例にして説明する。
【００７３】
　図８に示すように、携帯端末５は、通話処理系として、送受信アンテナ５０１Ａ、無線
通信部５０１、送受信信号処理部５０２、通話音声処理部５０３を備えている。通話音声
処理部５０３には、スピーカ（受話器）５０４と、マイクロホン（送話器）５０５とが接
続されている。
【００７４】
　送受信アンテナ５０１Ａ及び無線通信部５０１は、広域ネットワーク１００のＮＧＮや
携帯電話網を通じて通信を行う機能を実現する。送受信信号処理部５０２は、送受信アン
テナ５０１Ａ及び無線通信部５０１を通じて受信した通話音声データを自機において処理
可能な形式に変換し、これを通話音声処理部５０３に供給する。また、送受信信号処理部
５０２は、通話音声処理部５０３からの音声データを送信する形式のデータに変換し、こ
れを無線通信部５０１及び送受信アンテナ５０１Ａを通じて相手先に送信する。
【００７５】
　通話音声処理部５０３は、送受信信号処理部５０２からの音声データからスピーカ５０
４に供給するアナログ音声信号を形成し、これをスピーカ５０４に供給する。また、通話
音声処理部５０３は、マイクロホン５０５を通じて収音したアナログ音声信号を、デジタ
ル音声信号に変換して、送受信信号処理部５０２に供給する。これにより、通話を可能に
する。
【００７６】
　さらに、携帯端末５は、制御部５０６と、記憶装置５０７と、操作入力部５０８と、操
作入力Ｉ／Ｆ５０９と、ディスプレイコントローラ５１０と、ディスプレイ５１１と、リ
ンガ５１２とを備える。制御部５０６は、図示しないが、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、不揮
発性メモリなどがバスを通じて接続されて構成されたマイクロプロセッサであり、携帯端
末５の各部を制御する機能を実現する。また、制御部４０６は、種々のアプリケーション
ソフトウェアを実行するアプリ実行部としても機能する。
【００７７】
　記憶装置５０７は、比較的に大容量の半導体メモリとそのドライバとからなり、データ
の書き込み、読み出し、変更、削除などを実現する。記憶装置５０７の記録媒体には、種
々のアプリケーションソフトウェアや処理に必要になるデータなどか記憶される他、種々
の処理において途中結果を一時記憶する作業領域としても用いられる。操作入力部５０８
と操作入力Ｉ／Ｆ５０９とは、使用者からの操作入力を受け付けて、受け付けた情報を電
気信号に変換し、これを制御部５０６に提供する。操作入力部５０８には、例えば、電源
のオン／オフキーや幾つかのファンクションキーなどが設けられている。
【００７８】
　ディスプレイコントローラ５１０は、制御部５０６からの表示データからディスプレイ
５１１に供給する映像信号を形成し、これをディスプレイ５１１に供給する。ディスプレ
イ５１１は、例えば、ＬＣＤ（Liquid Cristal Display）や有機ＥＬディスプレイ（orga
nic electro-luminescence Display）などの薄型のものであり、ディスプレイコントロー
ラ５１０からの映像信号に応じた映像を自己の表示画面に表示する。なお、図８には図示
しないが、ディスプレイ５１１の表示画面の全面にはタッチセンサが設けられており、デ
ィスプレイ５１１と当該タッチセンサとによってタッチパネルを構成している。当該タッ
チパネルを通じて、使用者は種々の情報を携帯端末５に入力することができるようになっ
ている。
【００７９】
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　リンガ５１２は、制御部５０６の制御の下、着信時において着信音を放音させるもので
ある。この他にも、図示しないが振動により着信を通知するバイブレータなども備える。
このように構成された携帯端末５を通じて、電話を受けたり、電話を掛けたりすることが
できる。また、電子メールやインスタント・メッセージの送受信も行うことができる。更
に、同様に構成される訪問者携帯端末８の場合には、制御部５０６において、訪問支援ア
プリを実行することができる。
【００８０】
　当該訪問支援アプリによって、訪問者携帯端末８の使用者は、訪問相手から訪問前に提
供される認証情報（ログイン情報）を当該訪問者携帯端末８に登録（設定）したり、訪問
者に関する情報からなる表示コードを生成してディスプレイ５１１に表示したりできる。
更に、当該訪問支援アプリによって、ＵＣサーバ９にアクセスし、認証を受けた後に、訪
問相手に関する情報の提供を受けることができる。また、当該訪問支援アプリによって、
この実施の形態の電話システムの機能を利用し、訪問者携帯端末８に対する操作を契機と
して、訪問者と訪問相手とが通話を行うことができるようにされる。この場合、上述もし
たように、呼制御装置２から訪問者携帯端末８に対していわゆるコールバックを行うよう
にするので、訪問者携帯端末８の使用者が通信費を負担することもないようにされる。
【００８１】
　［電話システムで行われる処理の詳細］
　次に、主要な装置として上述の呼制御装置２、固定電話端末４、訪問相手携帯端末５、
管理端末６、受付装置７、訪問者携帯端末８、ＵＣサーバ９が用いられて構成されるこの
実施の形態の電話システムで行われる処理の詳細について説明する。
【００８２】
　＜事前準備処理＞
　図９は、この実施の形態の電話システムにおいて、事前準備を行う場合の処理について
説明するためのシーケンス図である。以下においても、上述したように、会社Ａの担当者
αと会社Ｂの担当者βとが打ち合わせを行うため、会社Ｂの担当者βが会社Ａを訪問する
必要が生じた場合を例にして説明とする。この場合、会社Ａの担当者αと会社Ｂの担当者
βとは、直接会った時に、あるいは、電話、電子メール、インスタント・メッセージなど
を通じて、相互に予定を確認し合い、打ち合わせ日時等の必要事項を取り決める（ステッ
プＳ１、Ｓ２）。
【００８３】
　図１０は、ステップＳ１、Ｓ２において取り決められる必要事項からなる訪問者情報の
例について説明するための図である。図１０に示すように、ステップＳ１、Ｓ２において
は、訪問日時が取り決められる他、訪問者氏名、訪問者の会社名や所属部署等、訪問者が
使用する訪問者携帯端末の携帯番号（携帯電話番号）、訪問相手の氏名などが確認される
。これらの情報が取り決められ、また、双方で確認された後においては、訪問相手である
会社Ａの担当者αは、図１０に示した訪問者情報を管理端末６に入力する（ステップＳ３
）。管理端末６は、入力された訪問者情報と共に、訪問者情報編集要求を形成し、これを
ＵＣサーバ９に送信する（ステップＳ４）。
【００８４】
　訪問者情報編集要求を受け付けたＵＣサーバ９では、訪問者情報編集処理部９０６がこ
れを受け付け、認証情報発行部９０７に対して認証情報の発行を依頼する。これに応じて
認証情報発行部９０７は、認証情報を発行する。図１１（Ａ）は、ＵＣサーバ９の認証情
報発行部９０７により発行される認証情報（ログイン情報）を説明するための図である。
図１１（Ａ）に示すように、認証情報は、ログインＩＤ、ログインＰＷ、訪問者ＩＤ、パ
スワード、サーバＵＲＬ（ＵＣサーバ９のＵＲＬ）、ＳＳＬ情報、その他の情報からなる
。
【００８５】
　訪問者情報編集処理部９０６は管理端末６からの訪問者情報（図１０）と認証情報発行
部９０７からの認証情報（図１１（Ａ））とに基づいて、図４を用いて説明した記録用の
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訪問者情報を編集（作成）し、これを訪問者情報ファイル９０５に追加記録する。編集し
た訪問者情報（図４）の訪問者情報ファイル９０５への記録が完了すると、ＵＣサーバ９
の制御部９０２は管理端末６に対して要求に応じた処理が完了したことを示すレスポンス
（応答）を管理端末６に返す（ステップＳ５）。
【００８６】
　当該レスポンスを受信した管理端末６は、適切に訪問者情報が編集されて登録されたこ
とが確認できるので、端末情報更新要求を形成し、これをＵＣサーバ９に送信する（ステ
ップＳ６）。当該端末情報更新要求は、今回、登録された訪問者情報に対応して、当該訪
問者が使用する訪問者携帯端末の携帯番号を含む訪問者に関する情報を呼制御装置２の訪
問者携帯端末管理ＤＢ２０５に更新することを要求するものである。
【００８７】
　ＵＣサーバ９の制御部９０２は、訪問者に関する情報を訪問者情報ファイル９０５に今
回記録した訪問者情報に基づいて作成する。図１１（Ｂ）は、制御部９０２により作成さ
れる訪問者に関する情報の例を説明するための図である。制御部９０２は、今回、訪問者
情報ファイル９０５に記録した訪問者情報から、携帯番号、訪問者ＩＤ、パスワードを抽
出する。更に、制御部９０２は、当該抽出した情報に対して、自機の不揮発性メモリに記
憶している自機（ＵＣサーバ９）を特定するためのサーバＵＲＬと、暗号化を用いるため
に必要になるＳＳＬ情報を付加して訪問者に関する情報（図１１（Ｂ））を作成する。そ
して、制御部９０２は、作成した訪問者に関する情報（図１１（Ｂ））を含む端末情報更
新要求を形成し、これを呼制御装置２の送信する（ステップＳ７）。
【００８８】
　呼制御装置２の登録情報保守部２０８は、ＵＣサーバ９からの端末情報更新要求を受信
した場合には、これに含まれる訪問者に関する情報（図１１（Ｂ））を抽出し、これを自
機の訪問者携帯端末管理ＤＢ２０５に更新（登録）する。この後、呼制御装置２の制御部
２０２は、端末情報更新要求に応じて訪問者に関する情報の登録が完了したことを示すレ
スポンス（応答）をＵＣサーバ９に返信する（ステップＳ８）。ＵＣサーバ９の制御部９
０２は、これに応じて、端末情報更新要求に応じた処理が完了したことを示すレスポンス
（応答）を管理端末６に返信する（ステップＳ９）。
【００８９】
　ステップＳ９において、ＵＣサーバ９から管理端末６に返信されるレスポンスには、認
証情報発行部９０７により発行された認証情報（図１１（Ａ））が含まれる。管理端末６
は、ステップＳ９のＵＣサーバ９からのレスポンスを受信すると、訪問者情報の登録が完
了したことを認識できるので、完了したことを通知するメッセージを管理端末６のディス
プレイに表示出力するなどして登録完了を会社Ａの担当者（訪問相手）αに通知する（ス
テップＳ１０）。このステップＳ１０の通知には、訪問者である会社Ｂの担当者βに対す
る認証情報（ログイン情報）が含まれている。このため、会社Ａの訪問相手αは、電話、
電子メール、インスタント・メッセージのいずれかを用いて、担当者βに対する認証情報
を担当者βに通知する（ステップＳ１１）。
【００９０】
　認証情報の通知を受けた会社Ｂの担当者βは、自己が使用する訪問者携帯端末８に訪問
支援アプリをダウンロードしてインストールし、実行可能にしておく（ステップＳ１２）
。もちろん、これよりも以前に訪問者βは、自己の訪問者携帯端末８に当該訪問支援アプ
リをダウンロードしてインストールしておくようにしてもよい。この後、訪問者βは、イ
ンストールした訪問支援アプリの認証情報等の設定機能により、認証情報等の必要情報を
自己が使用する訪問者携帯端末８に設定する（ステップＳ１３）。
【００９１】
　これにより、この実施の形態の電話システムにおいて、訪問予定のある訪問者が訪問時
において、訪問相手と迅速に連絡を取ることができるように支援するための準備が整えら
れる。すなわち、ＵＣサーバ９と、呼制御装置２と、訪問者携帯端末８とにおいて、訪問
者が訪問相手と迅速に連絡を取るようにするための準備が整えられる。
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【００９２】
　＜訪問者の来訪を訪問相手に通知する処理＞
　図１２は、この形態の電話システムにおいて、訪問者の来訪を訪問相手に通知する処理
について説明するためのシーケンス図である。この図１２に示す処理は、図９～図１１を
用いて説明した事前準備の終了後において実行可能になる処理である。すなわち、訪問者
である会社Ｂの担当者βが使用する訪問者携帯端末８は、図９、図１１（Ａ）を用いて説
明したように、認証情報（ログイン情報）が既に設定された状態になっている。
【００９３】
　そして、訪問日が到来し、訪問者携帯端末８を所持した訪問者（会社Ｂの担当者β）が
、訪問時刻に間に合うように会社Ａを訪問する。そして、訪問者は自己が所持する訪問者
携帯端末８において、訪問支援アプリを起動させ、表示コード表示機能を用いて、訪問者
に関する情報からなる表示コードをディスプレイに表示させる。そして、訪問者は自己の
訪問者携帯端末８のディスプレイを、会社Ａのエントランスに設置されている受付装置７
の読み取り部にかざし、当該表示コードを読み取らせるようにする（ステップＳ２１）。
【００９４】
　受付装置７は、訪問者携帯端末８のディスプレイに表示された表示コードを読み取って
解析し、図１１（Ｂ）を用いて説明した訪問者に関する情報を取得する（ステップＳ２２
）。すなわち、訪問者の所持する訪問者携帯端末８の携帯番号、図９を用いて説明した処
理により設定された当該訪問者に付与された訪問者ＩＤ、パスワード、更に、ＵＣサーバ
９を利用可能にするためのサーバＵＲＬ、ＳＳＬ情報を受付装置７は取得する。そして、
受付装置は解析して取得した訪問者に関する情報を解析情報としてＬＡＮ３を通じて呼制
御装置２に送信する（ステップＳ２３）。
【００９５】
　呼制御装置２は、受付装置７からの解析情報（訪問者に関する情報）を受信すると、自
己が訪問者携帯端末管理ＤＢ２０５において管理している情報と突き合わせて、訪問予定
のある訪問者の訪問者携帯端末８からの情報か否かの認証を取るようにする。ここで、認
証が取れれば、呼制御装置２は、訪問予定のある訪問者が訪問者携帯端末８を所持して来
訪したことを通知するプレゼンス通知を形成し、広域ネットワーク１００を通じてＵＣサ
ーバ９に送信する（ステップＳ２４）。このプレゼンス通知も図１１（Ｂ）を用いて説明
した訪問者に関する情報を含むものである。
【００９６】
　ＵＣサーバ９は、プレゼンス通知を受信すると、認証処理部９０８は、当該プレゼンス
通知に含まれる訪問者に関する情報に基づいて、訪問者情報ファイル９０５の格納データ
を参照し、当該訪問者は、訪問予定のある訪問者か否かを確認する。そして、当該訪問者
は、訪問予定のある訪問者であると認証が取れた場合には、認証処理部９０８は、認証が
取れたことを示すレスポンス（応答）を形成してこれを呼制御装置２に送信する（ステッ
プＳ２５）。更に、認証処理部９０８は、認証に成功したことを通知する認証成功通知を
形成し、これを当該訪問者が所持する訪問者携帯端末８に送信する（ステップＳ２６）。
【００９７】
　ステップＳ２６における当該認証成功通知は、訪問支援アプリのポップアップ機能を利
用して、広域ネットワーク１００を通じてポップアップ通知として行うようにする。すな
わち、訪問者携帯端末８は、訪問支援アプリの機能により、ＵＣサーバ９からポップアッ
プ通知により種々の通知を受けることができるようになっている。そして、例えば、「認
証が成功しました。部署グループ：開発一課の訪問相手に通知します。」といったポップ
アップ通知が訪問者携帯端末８のディスプレイに表示される。このように、ＵＣサーバ９
において、訪問者が所持する訪問者携帯端末８が認証されると、当該訪問者携帯端末８は
、呼制御装置２の配下の仮想端末となる（ステップＳ２７）。
【００９８】
　なお、ここでは、訪問支援アプリのポップアップ通知により認証成功通知を行うように
したが、これに限るものではない。例えば、ＵＣサーバ９の訪問者情報ファイル９０５に
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おいて、訪問者携帯端末８の電子メールアドレスを管理するようにしておけば、認証成功
通知を電子メールにより訪問者携帯端末８に通知することもできる。また、訪問者携帯端
末８の携帯番号は、訪問者情報ファイル９０５で管理されているので、いわゆるＳＭＳ（
Short Message Service）を用いて認証成功通知を行うこともできる。
【００９９】
　この後、ＵＣサーバ９の制御部９０２は、呼制御装置２を介して提供された訪問者携帯
端末８からの訪問者に関する情報に基づいて、訪問者情報ファイル９０５を参照して、訪
問相手を特定し、訪問相手携帯端末５の電子メールアドレスを取得する。そして、制御部
９０２は、訪問予定のある訪問者が来訪したことを通知する訪問者来訪通知（訪問者来社
通知）を形成して、広域ネットワーク１００を通じて、当該訪問相手携帯端末５に対して
送信する（ステップＳ２８、Ｓ２９）。
【０１００】
　この例の場合、図３を用いて説明したように、訪問相手が、「鈴木さん」と「山田さん
」の２名であるものとすると、図１２に示すように、例えば、鈴木さんの使用する訪問相
手携帯端末５（１）と、山田さんの使用する訪問相手携帯端末５（２）の両方に、訪問者
来訪通知が送信される。訪問者来社通知は、例えば、「○○会社の△△様が来社されまし
た。」といった通知がなされる。
【０１０１】
　これにより、訪問者が訪問者携帯端末８に訪問者に関する情報からなる表示コードを表
示させて、受付装置７にかざすだけで、自己の来訪（来社）を訪問相手に通知することが
できる。そして、当該訪問者来訪通知を受信した訪問相手携帯端末５を所持する訪問相手
は、訪問者が所持する訪問者携帯端末８に電話を掛けたり、電子メールを送ったり、イン
スタント・メッセージを送るなどして、迅速に連絡を取り合うことができる。従って、訪
問者を取り次ぎのための待たせることもなく、訪問者と訪問相手とが迅速に会って、打ち
合わせを開始させることができる。
【０１０２】
　＜訪問者から訪問相手に連絡を取るようにする場合の処理＞
　図１２に示した処理の場合、訪問相手が訪問者来訪通知に気が付かない場合もあると考
えられる。そこで、この実施の形態の電話システムでは、訪問者の訪問者携帯端末８から
の要求を契機として、訪問者が自己の使用する訪問者携帯端末８と訪問相手が使用する固
定電話端末４との間に通信路を接続して通話することもできるようにしている。図１３、
図１４は、訪問者が訪問者携帯端末を使用して、訪問相手と連絡を取る場合の処理につい
て説明するためのシーケンス図である。
【０１０３】
　図１２の処理により訪問相手に訪問者の来訪を通知したのに訪問相手から連絡がなかっ
た場合、あるいは、直接に訪問者から訪問相手に連絡を取るようにしたい場合には、図１
３、図１４に示す処理を行う。この場合、訪問者である会社Ｂの担当者βは、自己が使用
する訪問者携帯端末８において訪問支援アプリを起動させ（ステップＳ３１）、ＵＣサー
バ９が提供する所定のサイトにアクセスし、必要情報を含む認証要求を形成して、これを
ＵＣサーバ９に送信する（ステップＳ３２）。
【０１０４】
　具体的に、ステップＳ３２において、訪問者携帯端末８は、使用者である訪問者からの
指示に応じて、自機に設定された認証情報の内のサーバＵＲＬを用いてＵＣサーバ９が提
供するサイトにアクセスするする。そして、自機に設定された認証情報の内のＳＳＬ設定
情報を用いて暗号化したログインＩＤ及びログインＰＷをＵＣサーバ９に送信して当該サ
イトにログインし、同じく暗号化した訪問者ＩＤ及びパスワードを送信して認証を要求す
る。
【０１０５】
　ＵＣサーバ９では、認証処理部９０８が機能して、提供されたログインＩＤ及びログイ
ンＰＷに基づいて、訪問者情報ファイル９０５の情報を参照し、該当データが存在する場
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合には当該所定のサイトへのログインを許可する。そして、認証処理部９０８は、訪問者
携帯端末８からの訪問者ＩＤ及びパスワードに基づいて、訪問者情報ファイル９０５の情
報を参照し、該当データが存在する場合には、当該訪問者携帯端末８を認証する。
【０１０６】
　このようにして認証が取れた場合、認証処理部９０８は、認証が取れた訪問者携帯端末
８を呼制御装置２の配下に仮想的に接続された仮想端末であるものと見做して、一時的に
訪問先である会社Ａのビジネスフォンシステムの利用権限の一部を与える。そして、認証
処理部９０８は認証が取れたことを示す認証応答を訪問者携帯端末８に返信する（ステッ
プＳ３３）。
【０１０７】
　なお、ログインＩＤ及びログインＰＷが適切なものでない場合には、ＵＣサーバ９の所
定のサイトにはログインできない。また、訪問者ＩＤやパスワードが適切なものでない場
合には、認証はされない。従って、所定のサイトにログインできない場合にも、また、認
証されない場合においても、ステップＳ３３以降の処理は行われない。
【０１０８】
　そして、認証応答の提供を受けた訪問者携帯端末８は、訪問相手に関する情報の提供を
要求する情報提供要求を形成し、これをＵＣサーバ９に送信する（ステップＳ３４）。当
該情報提供要求を受信したＵＣサーバ９では、情報提供部９０９が機能して、訪問者情報
ファイル９０５を参照し、認証した訪問者の訪問相手を特定して、その訪問相手に関する
情報をレスポンス（応答）に含めて、訪問者携帯端末８に通知する（ステップＳ３５）。
【０１０９】
　なお、訪問者携帯端末８は、この実施の形態のビジネスフォンシステムに仮想的に接続
されたものと見做された仮想端末であるので、訪問相手について管理されている全ての情
報が提供されるものではない。情報提供部９０９は、仮想端末である訪問者携帯端末８に
対しては、上述もしたように、当該訪問相手の（１）氏名・漢字、（２）電話番号（代表
）、（３）電子メールアドレス、（４）部署、（５）行き先、といった予め決められたい
くつかの情報について提供するに止まる。すなわち、この実施の形態のビジネスフォンシ
ステムの一部の利用権限が与えられているに過ぎない。また、図４を用いて説明したよう
に、複数の訪問相手が登録されている場合には、その複数の訪問相手に関する情報の提供
を受けることができる。
【０１１０】
　そして、訪問者携帯端末８の使用者である訪問者は、訪問者携帯端末８のタッチパネル
を通じて、ディスプレイに表示された訪問相手に関する情報から連絡を取りたい訪問相手
を選択する（ステップＳ３６）。これにより、訪問者携帯端末８の制御部５０６は、選択
された訪問相手に関する情報を含み、当該訪問相手との間で通話をすることを要求する通
話要求（指示情報）を形成し、これをＵＣサーバ９に送信する。この通話要求は、訪問者
携帯端末８から訪問相手に電話を掛けるのではなく、呼制御装置２からのいわゆるコール
バック発信を要求するものである。
【０１１１】
　なお、ステップＳ３６においては、１件の訪問相手に関する情報が表示されていない場
合には、その訪問相手を選択することになる。また、複数の訪問相手に関する情報が表示
されている場合には、その中から例えば（５）行き先が在席となっている訪問相手を選択
するなどのことができる。
【０１１２】
　訪問者携帯端末８からの通話要求を受信したＵＣサーバ９は、呼制御装置２に対して発
呼制御要求を送信する（ステップＳ３７）。この発呼制御要求は、ステップＳ３６におい
て通話要求を送信してきた訪問者携帯端末８と、訪問者により選択された訪問相手が使用
する固定電話端末４とに、呼制御装置２から発呼（発信）して通信路を接続するように制
御することを呼制御装置２に要求するものである。これに応じて、呼制御装置２の制御部
２０２は、レスポンス（応答）をＵＣサーバ９に返信する（ステップＳ３８）。
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【０１１３】
　そして、ＵＣサーバ９は、ステップＳ３６で通話要求（コールバック発信要求）をして
きた訪問者携帯端末８に対してコールバック発信中画面を提供し、当該画面を訪問者携帯
端末８のディスプレイに表示するように制御する（ステップＳ３９）。これにより、訪問
者携帯端末８の使用者である訪問者は、コールバック発信中であること、すなわち、目的
とする訪問相手との間で通話を行うようにするための処理が行われていることを認識でき
る。
【０１１４】
　この後、呼制御装置２は、ＵＣサーバ９のサイトにアクセスしている訪問者携帯端末８
に対して、広域ネットワーク１００を通じて発信する（ステップＳ４０）。換言すれば、
呼制御装置２は、広域ネットワーク１００のＮＧＮあるいは携帯電話網を通じて、訪問者
携帯端末８に対して外線電話を掛ける。このように、発呼元が呼制御装置２であるので、
訪問者携帯端末８の使用者が、通話のために掛かるコストを負担することはない。そして
、訪問者携帯端末８の使用者は、訪問者携帯端末８を通じて呼制御装置２からの発信に応
答することになる（ステップＳ４１）。これにより、訪問者携帯端末８と呼制御装置２と
の間に広域ネットワーク１００を通じて通信路が接続される。
【０１１５】
　次に、図１４の処理に進み、呼制御装置２は、訪問者携帯端末８を通じて選択された訪
問相手が使用する固定電話端末４に対してＬＡＮ３を通じて発信する（ステップＳ５１）
。すなわち、ステップＳ５１において呼制御装置２は、ＵＣサーバ９からの訪問者が目的
とする訪問相手の固定電話端末の内線番号に基づいて、当該訪問相手の使用する固定電話
端末４に対して内線発信する。固定電話端末４は、図７に示したリンガ４０９を制御して
呼び出し音を放音すると共に、呼び出し中であることを示す応答を呼制御装置２に返信す
る（ステップＳ５２）。
【０１１６】
　そして、呼制御装置２は、発呼制御通知をＵＣサーバ９に送信して、通信路を接続する
処理を実行していることをＵＣサーバ９に通知する（ステップＳ５３）。これに応じて、
ＵＣサーバ９の制御部９０２は、呼制御装置２に対してレスポンス（応答）を返信する（
ステップＳ５４）。この後、呼制御装置２は、既に通信路を接続している訪問者携帯端末
８に対してＲＢＴ（Ring Back Tone）を送信して、訪問者携帯端末８の使用者に対して訪
問相手を呼び出し中であることを認識できるようにする（ステップＳ５５）。
【０１１７】
　この後、目的とする訪問相手が、着信が発生している固定電話端末４をオフフック操作
して応答すると、応答したことが呼制御装置２に通知される（ステップＳ５６）。これに
より当該固定電話端末４と呼制御装置２との間に、ＬＡＮ３を通じて通信路が接続される
。そこで、呼制御装置２は、既に広域ネットワーク１００を通じて接続している訪問者携
帯端末８との間の通信路と、ＬＡＮ３を通じて接続した固定電話端末４との間の通信路と
を接続する（ステップＳ５７）。これにより、訪問者携帯端末８と固定電話端末４との間
に通信路が接続され、通話ができるようにされる。
【０１１８】
　このように、図１３、図１４のシーケンス図の処理により、ビジネスフォンシステムの
仮想端末と見做された訪問者携帯端末８からの訪問相手を選択する指示情報の入力を契機
として、訪問者携帯端末８と訪問相手が使用する固定電話端末４との間に通信路を接続し
て通話を可能にする。この場合、訪問者携帯端末８から固定電話端末４に電話を掛けるの
ではなく、ＵＣサーバ９が呼制御装置２を制御して、呼制御装置２から訪問者携帯端末８
と固定電話端末４とのそれぞれに電話を掛けて通信路を接続する。このため、通話のため
に、訪問者携帯端末８を使用する訪問者側が通信コストを負担することはない。
【０１１９】
　そして、訪問者携帯端末８と固定電話端末４とを通じて、訪問者と訪問相手とが、迅速
に直接通話を行うようにできるので、受付者が仲介する場合に比べて、訪問者を待たせる
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時間を短縮できる。すなわち、迅速に、かつ、確実に、訪問者が訪問相手と連絡を取り合
って、打ち合わせを開始することができる。
【０１２０】
　＜訪問者から訪問相手に連絡を取るようにする場合の他の処理＞
　図１３、図１４に示した処理の場合、訪問相手がたまたま離席しているなどして、呼制
御装置２からの着信が発生している固定電話端末４を通じて応答できない場合には、訪問
者は訪問相手と通話をすることができない。このように、指示された訪問相手が使用する
固定電話端末４に発信して、所定時間経過しても応答がなかった場合には、当該訪問相手
が所持する訪問相手携帯端末５に対して固定電話端末４に発生している着信を転送できる
ようにしている。図１５は、訪問者が訪問者携帯端末を使用して、訪問相手と連絡を取る
場合の他の処理について説明するためのシーケンス図である。
【０１２１】
　この例の場合においても、図１５のシーケンス図の処理が行われる前に、図１３のシー
ケンス図に示した処理（ステップＳ３１～ステップＳ４１までの処理）が行われているも
のとする。これにより、訪問者携帯端末８からの訪問相手を選択する指示を契機として、
ＵＣサーバ９の制御の下、呼制御装置２が機能して、訪問者携帯端末８にコールバックす
るように電話を掛けて、呼制御装置２と訪問者携帯端末８との間に広域ネットワーク１０
０を通して通信路を接続する。この後、呼制御装置２は、図１４のステップＳ５１の処理
と同様に、ＬＡＮ３を介して訪問相手が使用する固定電話端末４に対して内線発信する（
ステップＳ６１）。
【０１２２】
　これにより、当該固定電話端末４では着信音を放音し、着信があることを訪問相手に通
知する。一方、呼制御装置２の制御部２０２は、図５には図示しなかったが自機が備える
時計回路を用いて転送開始タイマを構成し、予め決められた所定時間（例えば、５秒間）
の計測を開始する（ステップＳ６２）。この計測する所定時間の間に固定電話端末４にお
いてオフフック操作（応答操作）がされなかったとする。この場合、呼制御装置２は、着
信先である固定電話端末４の使用者である訪問相手が応答しないこと（不在であること）
を通知するプレゼンス通知を形成し、これをＵＣサーバ９に送信する（ステップＳ６３）
。
【０１２３】
　ステップＳ６３のプレゼンス通知に応じて、ＵＣサーバ９は、当該訪問相手が使用する
訪問相手携帯端末５の電子メールアドレスを、社員ＤＢ９０４の格納データから取得する
。そして、ＵＣサーバ９は、当該訪問相手携帯端末５に対して固定電話端末４に発生して
いる着信を転送する旨の通知を行う（ステップＳ６４）。そして、ＵＣサーバ９は、ステ
ップＳ６３で受け付けたプレゼンス通知に対するレスポンス（応答）を、呼制御装置２に
送信する（ステップＳ６５）。このレスポンスには、転送先となる訪問相手が使用する訪
問相手携帯電話端末の携帯番号を含むものである。
【０１２４】
　そして、呼制御装置２は、ステップＳ６１で開始した固定電話端末４への内線発信を取
りやめる。次に、呼制御装置２は、ステップＳ６５において通知を受けた訪問相手携帯端
末の携帯番号を用いて、当該訪問相手携帯端末５に対して、広域ネットワーク１００を介
して外線発信を行う（ステップＳ６６）。すなわち、ステップＳ６６の処理は、ステップ
Ｓ６１で発生した当該訪問相手が使用する固定電話端末４への着信を、当該訪問相手が所
持する訪問相手携帯端末５に転送する処理である。新たな着信先の訪問相手携帯端末５で
は、制御部５０６がリンガ５１２を制御して呼び出し音を放音すると共に、呼び出し中で
あることを示す応答を呼制御装置２に返信する（ステップＳ６７）。
【０１２５】
　そして、呼制御装置２の制御部２０２は、発呼制御通知をＵＣサーバ９に送信して、通
信路を接続する処理を実行していることをＵＣサーバ９に通知する（ステップＳ６８）。
これに応じて、ＵＣサーバ９の制御部９０２は、呼制御装置２に対してレスポンス（応答
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）を返信する（ステップＳ６９）。この後、呼制御装置２の制御部２０２は、既に通信路
を接続している訪問者携帯端末８に対してＲＢＴ（Ring Back Tone）を送信して、訪問者
携帯端末８の使用者に対して訪問相手を呼び出し中であることを通知する（ステップＳ７
０）。
【０１２６】
　この後、目的とする訪問相手が、着信が発生している訪問相手携帯端末５をオフフック
操作して応答すると、応答したことが呼制御装置２に通知される（ステップＳ７１）。こ
れにより当該訪問相手携帯端末５と呼制御装置２との間に、広域ネットワーク１００を通
じて通信路が接続される。この後、呼制御装置２は、既に広域ネットワーク１００を通じ
て接続している訪問者携帯端末８との間の通信路と、同じく広域ネットワーク１００を通
じて接続した訪問相手携帯端末５との間の通信路とを接続する（ステップＳ７２）。これ
により、訪問者携帯端末８と訪問相手携帯端末５との間に通信路が接続され、通話ができ
るようにされる。
【０１２７】
　このように、図１３及び図１５のシーケンス図の処理により、ビジネスフォンシステム
の仮想端末と見做された訪問者携帯端末８からの指示を契機として、訪問者携帯端末８と
訪問相手が所持する訪問相手携帯端末５との間に通信路を接続して通話を可能にする。こ
の場合、訪問者携帯端末８から訪問相手携帯端末５に電話を掛けるのではなく、ＵＣサー
バ９が呼制御装置２を制御して、呼制御装置２から訪問者携帯端末８と訪問相手携帯端末
５とのそれぞれに電話を掛けて通信路を接続する。このため、訪問者携帯端末８を使用す
る訪問者側が通話のための通信費を負担することはない。
【０１２８】
　そして、訪問者携帯端末８と訪問相手携帯端末５とを通じて、訪問者と訪問相手とが、
迅速に直接通話を行うようにできるので、受付者が仲介する場合に比べて、訪問者を待た
せる時間を短縮することができる。すなわち、迅速に、かつ、確実に、訪問者が訪問相手
と連絡を取り合って、打ち合わせを迅速に開始するようにできる。しかも、訪問相手が所
持する訪問相手携帯端末５を用いた通話を実現するので、訪問者は確実に訪問相手と通話
を行うことができる。
【０１２９】
　［実施の形態の効果］
　上述した実施の形態の電話システムにおいては、主に呼制御装置２とＵＣサーバ９とが
協働することによって、仲介者（受付）を介在させることなく、訪問者と訪問相手とが迅
速に連絡を取ることができる。しかも、訪問者は自己が所持する訪問者携帯端末を用いて
、また、訪問相手は自己が通常使用する固定電話端末や自己が所持する訪問相手携帯端末
を用いて、簡単かつ迅速に連絡を取るようにすることができる。
【０１３０】
　［変形例］
　上述した実施の形態においては、ＵＣサーバ９と呼制御装置２とを設け、両者が協働す
ることにより１つの電話制御装置として機能するようになっていた。これにより、ＵＣサ
ーバ９と呼制御装置２とに機能を分散させることができると共に、１つのＵＣサーバ９が
、例えば種々の会社などに設けられた複数の呼制御装置２を制御することができる。しか
し、必ずしもＵＣサーバ９と呼制御装置２とを設ける必要はない。ＵＣサーバ９が備える
機能と呼制御装置２とが備える機能との両方を併せ持つ１つの電話制御装置を構成し、こ
れを広域ネットワーク１００に接続して利用可能にするようにしてもよい。
【０１３１】
　また、上述した実施の形態においては、訪問者による訪問者携帯端末８に対する指示を
契機として訪問相手に連絡を取る場合、まず、当該訪問相手が使用する固定電話端末４と
の間で優先的に連絡を取るようにした。そして、当該訪問相手が、当該固定電話端末４に
発生した着信に応答せずに連絡が取れない場合において、当該訪問相手が所持する訪問相
手携帯端末との間で連絡を取るようにした。しかしこれに限るものではない。
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【０１３２】
　上述もしたように、訪問者携帯端末８が、ＵＣサーバ９から訪問相手に関する情報の提
供を受ける場合には、在席、離席、会議、休憩、外出といった訪問相手の大まかな行き先
などの現在の状態を確認できる。そこで、在席以外の場合には、初めから訪問相手携帯端
末に電話を掛けるようにしてもよい。また、訪問相手の行き先が、会議である場合には、
電話に出られない可能性が高いので、初めから、インスタント・メッセージ、電子メール
、ＳＭＳなどの通話以外の媒体を利用して連絡を取り合うようにすることもできる。この
場合、連絡に用いる媒体を訪問者が自己の所持する訪問者携帯端末８を通じて選択が可能
である。
【０１３３】
　また、上述した実施の形態では、訪問者は自己が所持する訪問者携帯端末８に訪問者に
関する情報からなる表示コードを表示させ、これを訪問先の受付装置７に読み取らせるこ
とにより、訪問者としての認証を受けるようにした。これにより、訪問先のビジネスフォ
ンシステムにおいて、訪問者が来訪したことを管理できる。このため、当該訪問者が訪問
先の会社から出るときに、再度、訪問者携帯端末８に訪問者に関する情報からなる表示コ
ードを表示させ、これを訪問先の受付装置７に読み取らせるようにしてもよい。この場合
には、訪問先のビジネスフォンシステムにおいて、当該会社に入った（入場した）訪問者
が、当該会社から出たこと（退場したこと）を管理できる。
【０１３４】
　そして、呼制御装置２において、訪問者が会社から出たことを認識した場合には、当該
訪問者が所持する訪問者携帯端末を、当該ビジネスフォンシステムの仮想端末から除外し
、訪問相手に関する情報などの提供を受けることができないようにすることができる。具
体的には、当該訪問者についてのデータを、呼制御装置２の訪問者携帯端末管理ＤＢ２０
５から削除すると共に、ＵＣサーバ９に指示を出し、当該訪問者についてのデータを、訪
問者情報ファイル９０５から削除するようにすればよい。
【０１３５】
　また、訪問先である会社Ａの社員のそれぞれは、訪問相手になることができるものであ
り、訪問相手携帯端末５となる携帯端末を所持している。このため、各社員が所持する携
帯端末に社員に関する情報からなる表示コードを表示させ、これを出勤時と退勤時とにお
いて受付装置７で読み取らせることにより、社員の出退勤管理もビジネスフォンシステム
の呼制御装置２で行える。そして、社員が出勤したらその社員が使用する固定電話端末４
に電源を投入し、社員が退勤したらその社員が使用する固定電話端末の電源をオフにする
というように、呼制御装置２の例えば制御部２０２が各固定電話端末４を制御するように
できる。これにより、当該ビジネスフォンシステムの消費電力の省力化に寄与できる。
【０１３６】
　また、上述した実施の形態においては、訪問者携帯端末８のディスプレイに例えばＱＲ
コード（登録商標）などの読み取り可能な表示コードを表示させ、これを受付装置７にお
いて読み取らせることにより認証を行うようにした。しかし、これに限るものではない。
訪問者に関する情報を、種々の方式の近距離無線通信により送信し、これを受信可能な受
付装置を用いるようにしてももちろんよい。また、訪問相手携帯端末５と受付装置７との
間で情報の送受を行う場合も同様に種々の方式の近距離無線通信により行うことができる
。
【０１３７】
　［その他］
　上述した実施の形態の説明からも分かるように、請求項の電話制御装置における訪問者
情報受付手段、指示入力受付手段の各機能は、実施の形態のＵＣサーバ９（以下、単にＵ
Ｃサーバ９と記載する。）の主に接続端子及び通信Ｉ／Ｆ９０１が実現している。また、
請求項の電話制御装置における認証情報発行手段、訪問者情報記憶手段、認証処理手段、
訪問先記憶手段、情報提供手段の各機能は、ＵＣサーバ９の認証情報発行部９０７、訪問
者情報ファイル９０５、認証処理部９０８、社員ＤＢ９０４、情報提供部９０９が実現し
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【０１３８】
　また、請求項の電話制御装置におけるコールバック処理手段の機能は、ＵＣサーバ９の
コールバック指示部９１０と呼制御装置２のコールバック処理部２１１とが協働して実現
している。また、請求項の電話制御装置における発信処理手段の機能は、ＵＣサーバ９の
コールバック指示部９１０と呼制御装置２のコールバック処理部２１１と呼制御部２０７
とが協働して実現している。また、請求項の電話制御装置における転送処理手段の機能は
、実施の形態の呼制御装置２の転送処理部２１２が実現している。
【０１３９】
　また、図９、図１１～図１５のシーケンス図を用いて説明した処理を行う方法が、この
発明による電話制御方法の一実施の形態が適用されたものである。また、実施の形態のＵ
Ｃサーバ９の訪問者情報編集処理部９０６、認証情報発行部９０７、認証処理部９０８、
情報提供部９０９、コールバック指示部９１０の各機能は、制御部９０２において実行さ
れるソフトウェアにより、制御部９０２の機能として実現することもできる。
【０１４０】
　また、実施の形態の呼制御装置２の呼制御部２０７、登録情報保守部２０８、認証処理
部２０９、来訪通知要求部２１０、コールバック処理部２１１、転送処理部２１２の各機
能は、制御部２０２において実行されるソフトウェアにより、制御部２０２の機能として
実現することもできる。
【符号の説明】
【０１４１】
　１…回線終端装置、２…呼制御装置、２０１Ｔ…接続端子、２０１…通信Ｉ／Ｆ、２０
２…制御部、２０３…記憶装置、２０４…端末管理ＤＢ、２０５…訪問者携帯端末管理Ｄ
Ｂ、２０６…ＬＡＮＩ／Ｆ、２０６Ｔ…接続端子、２０７…呼制御部、２０８…登録情報
保守部、２０９…認証処理部、２１０…来訪通知要求部、２１１…コールバック処理部、
２１２…転送処理部、３…ＬＡＮ、４…固定電話端末、５…訪問相手携帯端末、６…管理
端末、７…受付装置、８…訪問者携帯端末、９…ＵＣサーバ、９０１Ｔ…接続端子、９０
１…通信Ｉ／Ｆ、９０２…制御部、９０３…記憶装置、９０４…社員ＤＢ、９０５…訪問
者情報ファイル、９０６…訪問者情報編集処理部、９０７…認証情報発行部、９０８…認
証処理部、９０９…情報提供部、９１０…コールバック指示部、１００…広域ネットワー
ク
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